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近畿初、手話言語条例が成立

　１１月２３日、とどろき荘で、第８回加東
市吟剣詩舞合同発表会が開催されました。
加東市吟剣詩舞連合会の発表会は、詩吟
の経験のない方にも親しみやすいようにと、
主流である漢詩のほか、和歌や俳句を題
材に取り上げ、評判を呼んでいます。こ
の日も会場は多数の観客で埋まり、出演
者の伸びやかな歌声、流れるような所作
に大きな拍手が送られていました。

　１１月１９日、
北野コミュニ
ティセンター
で、北野地区
ふるさと喫茶
の１０周年記念
行事が行われ
ま し た 。『 井
戸端会議の復
権』を目的に
立ち上げられ

た北野ふるさと喫茶は、１０年の歳月で、来客と運営
ボランティアを徐々に増やしながら、地区内に力強
く根を張りました。開始当初に世話人を務めた秋原
義博さん（北野）は「地区内のふれあいを大事にす
る気持ちをこれからもつないで、また１０年、２０年と
続けてほしい」と話されていました。
　記念行事では、地域のハーモニカ奏者・飯田法子
さん（上中）の演奏などが催され、集まった約５０人
の方々が、おいしいお茶、軽やかな音楽とともに、
地域のふれあいを楽しまれました。

　１２月７日、やしろ国際学習塾で、第２回加東市童
謡唱歌まつりが開催されました。この催しは、出演
者が専門のサークルだけでなく、市区長会や老人ク
ラブ連合会、民生児童委員連合会といった多様な団
体で構成されていることや、観客を含めた会場全員
で一緒に歌うコーナーを設けられていることが特徴
です。
　誰もが聞き、歌い、１曲ごとに大きな拍手が響い
た会場は、立ち見が出るほどの盛況でした。

子や孫につなぐ歌声 喫茶のふれあい、次世代に

　手話を言語として位置づ
け、手話で意思疎通しやす
く、聴覚に障がいのある
方々にも暮らしやすい地域
づくりを目的とした手話言
語条例が、１１月２７日、加東
市議会定例会において成立
しました（４月１日施行）。
　同様の条例はこれまで鳥
取県や松阪市（三重県）で
制定されていましたが、近
畿の自治体では加東市が初
めてで、自分たちが使う手
話が条例で認められる瞬間
を見届けようと、加東聴覚
障害者協会のみなさんをは

じめ、県聴覚障害者協会、地域の手話サークルから多くの方々が議場に足を運ばれてい
ました。
　加東市聴覚障害者協会の井上智文会長は「わたしたちのこと、手話のことを理解して
もらえたようで、本当にうれしいです。これからも、いろいろな世代から手話が普及し
ていってほしいし、その手助けもしたいです」と、熱のこもった手話で、希望に満ちた
胸のうちを語られていました。

第8回加東市吟剣詩舞合同発表会

　附属小学校
５年の前川陽
来さん（黒谷・
写真中央）と
木村宥生さん

（社・写真左）、
同校４年の土
屋 舞 央 さ ん

（小沢・写真右）が、三田ラグビークラブジュニアの一
員として第３２回兵庫県ラグビースクール大会（１１月
２３日決勝）に出場し、それぞれの学年の部で優勝を
果たしました。
　木村さんと土屋さんは、これまでラグビーで活躍
していた友達の前川さんに誘われて競技を開始。チ
ームでの練習以外にも３人で練習を重ね、めきめき
と上達しました。
 「これまで負けていた相手に決勝で勝ててよかっ
た（前川さん）」「県大会に出られてうれしかった（木
村さん）」「少しは自分の力を活かせたと思う（土屋
さん）」と大会の感想を述べてくれた３人。次の目
標を聞くと「もっと体を強くして、次も優勝したい」
と、顔を見合わせ笑い合っていました。

加東市子ども会第９回親善サッカー大会 加東市赤穂義士祭

幼児6歳男女混合の部
　優　勝　百田万穂
小学2年男子チャンピオンの部
　準優勝　百田宗一郎
小学6年女子チャンピオンの部
　優　勝　藤原あかり

幼児6歳男女混合の部
　優　勝　百田万穂
小学2年男子チャンピオンの部
　準優勝　百田宗一郎
小学6年女子チャンピオンの部
　優　勝　藤原あかり

男子の部
　優　勝　北野ＬＥＧＥＮＤ！！
　準優勝　東条東合同
　第３位　社サウス
　第３位　社小５６

女子の部
　優　勝　アナと北野女王
　準優勝　下滝野女子

1年男子　優　勝　藤井瑛心
　　　　 準優勝　中西　旺
2年女子　優　勝　長井麗央奈
　　　　 準優勝　梅田野乃果
3年男子　第3位　吉田　陽
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フロンティア・スピリット
空手道選手権大会

ポイント＆KO中国選抜
MOMOTARO CAP

第４４回　北播地区
市町対抗バレーボール大会

男子優勝　加東市

女子優勝　加東市Ａ

男子優勝　加東市

女子優勝　加東市Ａ

ラグビー県大会で優勝！
　加東市森にお住まいの
柳　昂志さんが、シッテ
ィングバレー（座った姿
勢で行うバレーボール）
の日本代表チームの選手
として、インチョン２０１４
アジアパラ競技大会（韓
国・１０月）に出場され、
アジア第６位の成績を収
められました。平成２８
年にブラジルで行われるパ
ラリンピックの予選を兼
ねる同大会。日本チーム

は惜しくも予選突破できませんでした。
　柳さんは「自分は粘ること、あきらめずに勝負す
ることが信条。まだ対戦したことがない強豪とも戦い、
交流したいので、今後もアジア突破を目指します」
とさわやかな表情でした。
　柳さんによると、ブラジルパラリンピックには、
あとひとつだけ出場枠が残されており、当面はそれ
を目標にするとのことです。パラリンピック出場目
指して、がんばってください。

アジアの壁、突破を目指す

　１２月１４日、観音寺（家原）で加東市赤穂義士祭が
行われました。追善法要では、地元の方々に加え、
他地域から訪れた歴史ファンの姿も。ファンらは、
四十七士の供養墓碑を一つひとつ見て回ったり、甘
酒接待や福引きを楽しんだりして、歴史ロマンとと
もに地域の温かな雰囲気も満喫できたようでした。
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